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  １． まえがき 
テレビの視聴者のニーズは近年著しく多様化している。

一方、放送という形態を取る以上、放送局側では、ニーズ

の異なる全視聴者に合わせそれぞれ別の番組を制作し放送

することは困難であり、およその視聴者モデルを想定して

マスを対象とした番組を制作せざるを得ない。例えば語学

学習番組でも、視聴者の学習レベルや理解度は様々である

が、番組はある学習レベル・理解度の視聴者を想定して制

作される。今後さらに視聴者ニーズの多様化が進めば、ま

すます番組内容と視聴者ニーズの乖離は加速していく。こ

れは放送サービスにとって今後の大きな課題である。 
我々はこの問題に対する解決策として、放送コンテンツ

を受信機側で各ユーザの個々のニーズや視聴環境に応じて

適応的に自動変換し提示する放送システム AdapTV を提案
している[1]。本稿では、対象となる番組を語学学習番組と
し、コンテンツ適応変換提示の仕組みについて検討し試作

を行った結果を報告する。 

2 ．AdapTVコンセプトと語学学習番組への応用 
図１に、AdapTV の基本的な仕組みを示す。AdapTV で
はコンテンツに適応変換提示のためのメタデータを付加す

るとともに、受信機側で視聴環境情報を取得し個々の視聴

者・視聴環境に応じた適切な提示方法を導出し、適応的に

コンテンツを変換し提示する。受信機側で番組の提示方法

を変更することにより、一つの番組によって多種多様なユ

ーザニーズに応えることを目的としている。 
語学学習番組を対象として AdapTV を考えた場合、視聴
環境情報として、ユーザプロファイル、特に「学習・理解

レベル」を取得し、これに応じたコンテンツ適応変換を行

うことが目的となる。ここで課題となるのは、これらの情

報の取得方法である。今回我々は、ユーザが過去の番組視

聴中に行ったリモコン操作の履歴から学習・理解レベルを

推定し、これをユーザプロファイルとし適応変換提示に利

用することとした。 

2.1. 学習・理解レベルの推定
番組を視聴する際のユーザの視聴意図は多種多様である

が、視聴意図を「語学の学習」に限定すると、例えばユー

ザが番組内のあるシーンを「スキップ」した場合、そのシ

ーンはそのユーザが語学を学習する上で視聴する必要のな

いシーン、つまり、ユーザにとって簡単過ぎるシーンであ

る可能性がある。一方、「繰り返し再生」や「一時停止」

した場合には、ユーザにとって難解なシーンである可能性

がある。ユーザが同じようなシーンで高い割合で同じ操作

をしているならばこの可能性はさらに高くなる。そこで

我々は、リモコン操作履歴を類似するシーンに対する操作

ごとにまとめ統計的処理を行うことで、ユーザの操作傾向

だけでなく、ユーザのおよその学習・理解レベルを類推す

ることとした。 

2.2. AdapTVコンテンツに必要なメタデータ
操作履歴を類似するシーンに対する操作ごとにまとめ統

計的処理を行うためには、シーン同士の類似性をメタデー

タ内に明確に記述する必要がある。そこで我々は、番組の

持つ固有の構造パターンとそこに込められた番組制作者の

意図に着目した。 
多くの番組は特定の構造パターンに則り制作される。特

に語学学習番組の場合には、一つのテンプレート構造に当

てはめる形で制作される傾向が非常に強い。このテンプレ

ート構造には、構成する各シーンごとに、例えば“文法を

理解させるシーン”というように、「視聴者に何を学ばせ

るのか」という番組制作者の意図が込められている。そこ

で我々は、メタデータにこの番組制作者の意図を情報とし

て持たせることとした。複数の語学学習番組を調査し、番

組制作者の意図を示す用語を選択した。これを表１に示す。 
さらに、ユーザの学習・理解レベルの推定という目的を

達成するために必要な情報として、表１にあるように、各

シーンがどの程度のレベルの視聴者を対象としているのか

という情報もメタデータ内に持たせることとした。今回の

試作では、シーン内に登場する英単語を基準とし市販の単

語集（旺文社「英単語ターゲット 1800」）内の５レベルを
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適用した。シーン内に複数単語が登場する場合はその中で

一番高いレベル値をシーンのレベル値とし、単語集に含ま

れない単語を含むシーンはレベル６、全く英単語が登場し

ないシーンはレベル０とした。 

2.3. 適応提示の仕組み
適応変換提示は、ユーザのリモコン操作履歴を蓄積する

「蓄積フェーズ」とリモコン操作履歴から学習・理解レベ

ルを推定し番組を適応変換する「適応変換フェーズ」によ

り行う。上述のように番組内の各シーンには、メタデータ

により、<aim>（シーンの意図）および<level>（シーンの
対象レベル）の情報が付与されている。また、操作履歴記

録対象とするリモコン操作は、「スキップ」，「繰り返し

再生」，「一時停止」の３種類である。 
図２に「蓄積フェーズ」の動作を示す。番組視聴中にい

ずれかのリモコン操作が行われると、メタデータの内容を

参照し操作の種類と操作対象となったシーンの情報

（<aim>, <level>）を操作履歴として記録していく。 
参照し操作の種類と操作対象となったシーンの情報

（<aim>, <level>）を操作履歴として記録していく。 
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このようにして、ユーザの学習・理解レベルを推定し、

推定した学習・理解レベルが反映されたコンテンツ適応変

換提示を行う。なお、適応変換提示された番組に対しても

ユーザはリモコン操作を行うことができ、このリモコン操

作も操作履歴情報として蓄積され、以降の番組視聴時には
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3．試作システムの実装 3．
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ト英会話」を使用し、ハードディスクに記録済みの番組コ

ンテンツを使用し変換提示を行った。視聴回数を重ねるに

つれ、リモコン操作履歴が蓄積されていき、番組適応変換

が安定していくことが確認できた。 
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つれ、リモコン操作履歴が蓄積されていき、番組適応変換

が安定していくことが確認できた。 
<level>値の決定法に関しては、使用した番組「１００語
でスタート英会話」では、<level>値決定に利用した単語集
の４～５の単語は登場せず、１～３のものか単語集に含ま

れないものであった。また、登場する単語が、単語集内の

意味とは別の意味で登場していることもあった。このため、

適応変換提示処理も<level>を利用した部分については多少
極端な処理がおこなわれることとなってしまった。<level>
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で、今後は、異なる番組シリーズでも検証を行い、語学学

習番組用の普遍的なメタデータ記述法について検討する。
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